




















氏名 病　　　名 発　　病 体育の授業 身長 体重（中学・高校） On1 kg
H．I 小脳腫瘍 高校2年 普　通　　に 166 62
M．S 小　人　症 先天性 種目により見学 148 51
T．M 無汗腺症 先天性 種目により見学． 179 72
T．Y 右舟状骨々折 高校3年 現在リハビリ中 171 58


























































































































































H．I M．S T．M T．Y K．T
覚
醒 最犬 158 14工 ユ32 125 150
時
二 最小 66 82 66 62 60
日 平均 78．7 107．5 81．5 77，9 84．7）
体 最大 156 143 129 136 133育
の 最小 72 104 68 89授 85





氏 性 1 2 3 4 5 6 6　日間の 体育の授業症　状 （半期）での名 別 （木） （金） （土） （日） （月） （火） 平均 最高 最低 平均 最高 最低
H．I男 小脳腫瘍 13，80016，8004，6003，00015，90015，30011，56716，8003，0004，8008，6003，000
M．S男 小　人　症 20，60012，00020，800ユ5，30016，00018，30017，16720，80012，0005，3118，2003，100
T．M男 無汗腺症 7，9006，5006，0003，00010，0003，5006，15010，0003，0004，6227，O002．200
T．Y男 右舟状骨々折 13，50014，1009，7005，O0014，50013，20011，66714，5005，O003，0204，6001，500
K．T男 腰椎々間板症 9，3004，00011，7003，5005，7006，2006，7331王，7003，5004，3807，0001，200
表3．各日一日の歩数と体育の授業（半期）での平均歩数
日に体育の授業があるため，木曜日より火曜日迄の6目間を測定した。以下測定結果を1）日常
生活での歩数，2）体育の授業での歩数，3）目常生活と体育の授業での歩数の関係より整理し
た。
　1）　日常生活での歩数
　各個人の6日間の歩数の変化を図11に示した。図からも明らかなように，いずれの者も日々の歩
数の変化は大きく，M，Sを除く他の者は日曜日に最低の歩数を示している。一方，6日間の平均
歩数でみると，H．I，M．S，T，Yは共に一日10，000歩を越えており，T．M，K．Tは一日6，000
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図11各個人の6目間の歩数の変化
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歩台である。前者の3名は十分な歩行運動を行っているが，後者の2名はやや歩行不足と思われ
る。
　2）体育の授業での歩数
　表3にみられる歩数は，半期間（10回）の体育の授業（約90分）での平均歩数である。各個人の
平均歩数をみると，T．Yを除く他の者はいずれも4，000～5，000歩台である。このことは授業で実
施している軽スポーツが二人で行う場面（卓球，バドミントン等）が多く，平均歩数が同じような
傾向を示したものと思われる。
　3）　日常生活と体育の授業での歩数の関係
　図12にみられるように，体育の授業での平均歩数が目常生活の一日の歩数の70％近くになる者も
おり，少ない者でも30％近くになる。このことより約90分間の体育の授業での歩数が一日の歩数の
1／3～2／3に相当していることが分る。
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図12各個人の一日の歩数と体育の授業での歩数との関係
　以上歩行歩数でみるかぎり，日常生活での積極的な歩行運動と体育の授業での軽スポーツを通じ
ての歩行運動より，一日に必要な身体活動量はかなり確保出来るものと思われる。
　今回，日常生活と体育の授業での心拍数と歩数について，それぞれ各個人の測定結果についてみ
たが，緒果を全体的にみると，体育の授業中にみられる継続した高い心拍数は日常生活ではみられ
心拍数と歩数からみた正課体育実技(養護コ-ス)に関する一考察
Page:9無断転載禁止。　
ず，授業で実施した卓球ばいずれの者も平均心拍数が100拍／分を越えており，特別に疲れた様子
もなく，養護コースの実技種目の一つとして，生涯体育の観点からも適当な運動として考えられ
る。さらには運動強度の観点からみると，バドミントンはより効果が期待できそうであるが，各人
の症状に合わせ指導上注意が必要である。一方，歩数については歩数の測定方法，歩行距離，運動
内容により測定結果に若干の問題は残るが，今回の結果より，養護コースの授業での身体活動量を
歩数でもって指導することも一つの方法と考えられる。
　今回は養護コースでの体育実技の指導上の基礎資料を得るために，心拍数と歩行歩数の測定を行
い考察を進めたが，今後は運動前後での検尿，血圧，心電図を含めた医学的な検査を合わせて行い，
各個人の症状に応じた多角的な見地からの検討を考えている。
w　要　　　約
　養護コースの体育実技指導上の基礎資料を得るために，受講生を対象に日常生活と体育授業中の
心拍数および歩数の測定を行った。以下に結果を要約する。
　1．　日常生活覚醒時の平均心拍数は一名を除き他の者は100拍／分以下であり，大学への登下校
時において，いずれの者も120拍／分前後の高い心拍数を示す傾向がみられる。
　2．体育授業中の平均心拍数は，いずれの者も100拍／分をこえており，卓球時には110拍／分前
後，バドミントン時には120拍／分前後の継続した心拍数を示している。
　3。　日常生活での一日の歩数について，6日問継続して測定した結果，1日の平均歩数は三名が
10，000歩を越えており，二名は6，000歩台である。また，各日の変化をみると，日曜日に少なくな
る傾向がみられる。
　4．体育の授業（10回）での平均歩数は，一名を除き，4，000～5，000歩台である。この歩数は日
常生活一日の歩数の1／3～2／3に相当する。
〈付記〉・
　測定を実施する際にお世話になった本学学生課　杉山春江氏，教務課　山本　博氏に厚くお礼申し上げます。
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